　2020.7藤咲整形外科医院だより
　梅雨の6月を水無月とはこれ如何に、季語を習えば必ず行き当たる疑問ですが、教師は毎年同じ疑問に答えています。季語は現代の季節から1か月半ずれるのだと事もなげに教えてくれます。季節の名前はさりげなく流して、梅雨の明け待ち、文月となりました。
　雨の合間を見計らい、今年の夏仕事ははかどりました。夏仕事という言葉は、雑誌にあったのをみて使い始めたので、少し気恥ずかしい思いですが、便利な言葉です。本格的な夏の準備に、保存食を作ることを言うそうです。コロナ禍により外出は不如意でしたが、庭回りは充実します。まずは蕗をゆでて剥いて塩漬けにし、次いで数年前に植えて、ようやく実をつけるようになった山椒を程よくゆでて醤油漬けにしました。買ってきた梅を庭の赤紫蘇で梅漬けにし、庭の梅で白梅漬けを別の甕に漬け、らっきょうをガラス瓶に漬け、満足です。梅は毎日眺めて土用干しが楽しみです。
　冬に向けての保存食づくりを秋仕事とは言わないのはなぜだろうとは思いますが、たぶん、夏仕事は1年を賄い、もしくは数年の食卓を潤す、特別な作業のことを言うのでしょう。糠漬けを盛んに作り出すのも今の時期です。どれについても、目を配り、状態に異変が起きないように見守ります。
　医療にも季節があります。この時期には熱中症に要注意です。このところ例年、記録的に暑くなるだろうと、予報は警戒を呼び掛けています。感染症には継続しての注意を要する本年は、マスク着用による熱中症のおこりやすい傾向を警告する意見が多く見られます。それでも対策をしないわけにはいかず、水分補給はことのほか重要な気配りです。僅かな変化に注目しましょう。
　皆様お体大切に。
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